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3. システム／整定値設定モード　（つづき）

システム台数

並列ボックス数

検査モード

①	システム設定画面で UP または DOWN を押して、
	 「システムダイスウ」を選びます。
②	 ENTER を押します。
接続するPCS台数設定画面が表示されます。

③	 UP または DOWN を押して、数値を変更します。
●	設定変更中に30分間操作がない場合は、自動的にシステム
全体の発電状態画面に戻ります。

④	 ENTER を押します。
変更した数値が設定され、システム設定画面に戻ります。

●	1台のマスターボックスに、最大32台のパワーコンディショナが
接続できます。

●	複数台接続しているマスターボックスをシステムの親局で設定します。
●	親局には、最大30台のマスターボックスが接続できます。

●	検査モードはサービスマンが使用します。お客様は使用し
ないでください。

●	工場出荷時の初期設定は、検査モード「OFF」です。

①	システム設定画面で UP または DOWN を押して、
	 「ヘイレツボックススウ」を選びます。
②	 ENTER を押します。
並列ボックス数設定画面が表示されます。

③	 UP または DOWN を押して、数値を変更します。
●	設定変更中に30分間操作がない場合は、自動的にシステム全体の発電状態画面に
戻ります。

④	 ENTER を押します。
変更した数値が設定され、システム設定画面に戻ります。
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システム設定画面

システム設定画面

システム設定画面

並列ボックス数設定画面

接続するPCS台数設定画面
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＜接点論理値＞
表示 内容

aセッテン 接点論理値を「a接点」にします。
bセッテン 接点論理値を「b接点」にします。

＜設定＞
表示 内容

PCSテイシアリ パワーコンディショナを運転停止状態にします。
PCSテイシナシ パワーコンディショナの運転を継続します。

OVGR設定論理

通信切断時PCS動作

●	OVGRを接続する場合の、接点論理値を切り替えます。
●	工場出荷時の初期設定は、「a」（a接点）です。

●	マスターボックスとの通信が切断された場合の、パワーコンディ
ショナ（PCS）の動作を設定します。

●	工場出荷時の初期設定は、「ナシ」です。

①	システム設定画面で UP または DOWN を押して、
	 「OVGRセッテイロンリ」を選びます。
②	 ENTER を押します。
OVGR設定論理設定画面が表示されます。

③	 UP または DOWN を押して、接点論理値を変更します。
●	設定変更中に30分間操作がない場合は、自動的にシステム全
体の発電状態画面に戻ります。

④	 ENTER を押します。
変更した内容が設定され、システム設定画面に戻ります。

①	システム設定画面で UP または DOWN を押して、
	 「ツウシンギレジテイシ」を選びます。
②	 ENTER を押します。
通信切断時PCS動作設定画面が表示されます。

③	 UP または DOWN を押して、設定を変更します。
●	設定変更中に30分間操作がない場合は、自動的にシステム
全体の発電状態画面に戻ります。

④	 ENTER を押します。
変更した内容が設定され、システム設定画面に戻ります。

［システムセッテイ］
ツウシンキ゛レシ゛ト゛ウサヘンコウ？
　　　　　　　ＰＣＳテイシアリ

［システムセッテイ］
ＯＶＧＲセッテイロンリヘンコウ？
　　　　　　　　　　ａ

システム設定画面

システム設定画面

通信切断時PCS
動作設定画面

OVGR設定論理設定画面

［システムセッテイ］
　ＯＶＧＲセッテイロンリ：　ａ　　＜＜＜
　ツウシンキ゛レシ゛テイシ：ナシ
　ＴＤチョウセイ：　５２

［システムセッテイ］
　ＯＶＧＲセッテイロンリ：　ａ
　ツウシンキ゛レシ゛テイシ：ナシ　＜＜＜
　ＴＤチョウセイ：　５２

＜ご注意＞
出力制御のための外部サーバーの接続を有効にする場合（SW1010ピン2番「OFF」）は、
「PCSテイシアリ」に設定してください。
通信切断時に、PCSを5分以内に停止させる必要があります。
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3. システム／整定値設定モード　（つづき）

＜日射量調整値＞
（右から）1桁目 内容

0 0/0.8V 〜 2000W/m2/4V＜日射計5μV/（W/m2）＞
1 0/0.8V 〜 1667W/m2/4V＜日射計6μV/（W/m2）＞
2 0/0.8V 〜 1429W/m2/4V＜日射計7μV/（W/m2）＞
3 0/0.8V 〜 1250W/m2/4V＜日射計8μV/（W/m2）＞
4 0/0.8V 〜 1111W/m2/4V＜日射計9μV/（W/m2）＞
5 0/0.8V 〜 1000W/m2/4V＜日射計10μV/（W/m2）＞
6 0/0.8V 〜 909W/m2/4V＜日射計11μV/（W/m2）＞
7 0/0.8V 〜 833W/m2/4V＜日射計12μV/（W/m2）＞
8 0/0.8V 〜 769W/m2/4V＜日射計13μV/（W/m2）＞
9 0/0.8V 〜 714W/m2/4V＜日射計14μV/（W/m2）＞

＜＜200Ω＞＞4-20mA変換固定、トランスデューサユニット：0〜 10mV入力固定
＜気温調整値＞
（右から）2桁目 内容

0 −20℃ /0.8V 〜 100℃ /4V
1 −20℃ /0.8V 〜 80℃ /4V
2 −20℃ /0.8V 〜 50℃ /4V
3 −50℃ /0.8V 〜 100℃ /4V
4 −50℃ /0.8V 〜 80℃ /4V
5 −50℃ /0.8V 〜 50℃ /4V
6 0℃ /0.8V 〜 100℃ /4V
7 0℃ /0.8V 〜 80℃ /4V
8 0℃ /0.8V 〜 50℃ /4V

TD調整
●	トランスデューサユニット（TD）を接続する場合、「日射量調整値」
と「気温調整値」を組み合わせて設定します。

●	工場出荷時の初期設定は、「52」です。

①	システム設定画面で UP または DOWN を押して、
	 「TDチョウセイ」を選びます。
②	 ENTER を押します。
TD調整設定画面が表示されます。

③	 UP または DOWN を押して、調整値を変更します。
●	以下の「日射量調整値」と「気温調整値」を組み合わせた、
2桁の数字で設定します。

※	画面の例では、以下の内容でイベントコードとして記録
されています。

●	設定変更中に30分間操作がない場合は、自動的にシステム全体の発電状態画面に戻ります。

④	 ENTER を押します。
変更した調整値が設定され、システム設定画面に戻ります。

［システムセッテイ］
ＴＤチョウセイヘンコウ？
　　　　　　　　　　５２

システム設定画面

TD調整設定画面

５２

－50℃/0.8V～50℃/4V

0/0.8V～1429W/m2/4V
＜日射計 7μV/（W/m2）＞

［システムセッテイ］
　ＯＶＧＲセッテイロンリ：　ａ
　ツウシンキ゛レシ゛テイシ：アリ
　ＴＤチョウセイ：　５２　　　　　＜＜＜
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整定値設定

1	 システム／整定値設定画面で				  
UP または DOWN を押して、「セイテイチセッテイ」
を選ぶ

2	 ENTER を押す
整定値設定画面が表示されます。
●	

UP
または

DOWN
を押すと、整定値項目が切り替わります。

●	
CANCEL

を押すと、システム／整定値設定画面に戻ります。

3	 UP または DOWN を押して整定値項目を選び、

	 ENTER を押す
選んだ整定値項目の変更画面が表示されます。

4	 UP または DOWN を押して整定値を変更し、

	 ENTER を押す
変更した整定値が設定され、整定値設定画面に戻ります。
●	設定変更中に30分間操作がない場合は、自動的にシステム全体の
発電状態画面に戻ります。

●	
CANCEL

を押すと、システム／整定値設定画面に戻ります。

＜整定値項目＞
項目 表示 初期値

過電圧レベル OVRレベル 232V
過電圧監視時間 OVRカンシジカン 1.0sec
不足電圧レベル UVRレベル 160V
不足電圧監視時間 UVRカンシジカン 1.0sec
過周波数レベル OFRレベル 61.2Hz（51.0Hz）※

過周波数監視時間 OFRカンシジカン 1.0sec
不足周波数レベル UFRレベル 58.5Hz（48.5Hz）※

不足周波数監視時間 UFRカンシジカン 1.0sec
受動位相 ジュドウイソウ 7deg
受動監視時間 ジュドウジカン 170msec
能動位相 ノウドウイソウ 5deg
能動監視時間 ノウドウジカン 600ms
故障復帰方法 コショウフッキホウホウ 自動
自動復帰待機時間 ジドウフッキジカン 300sec
出力抑制開始電圧 ヨクセイカイシレベル 225V
起動電圧 キドウデンアツ 150V
力率設定 リキリツセッテイ 100％
直流オフセット チョクリュウオフセット 0mA
※（　）内は50Hz地域

［システム／セイテイチ］セッテイ
　セイテイチセッテイ　＜＜＜
　マスクセッテイ
　ヨクセイセッテイ

［セイテイチセッテイ］
　ＯＶＲレヘ゛ル：　　２３２Ｖ　　＜＜＜
　ＯＶＲカンシシ゛カン：１０００ｍｓ
　ＵＶＲレヘ゛ル：　　１６０Ｖ

［セイテイチセッテイ］
カテ゛ンアツレヘ゛ルヘンコウ？
　　　　　　　　　　２３２Ｖ

システム／整定値設定画面

整定値設定画面

整定値変更画面
（例：過電圧レベル）

＜ご注意＞
●	整定値の設定範囲は、接続するパワーコンディショナーの設定範囲に従ってください。
	 その範囲を超える設定をした場合、パワーコンディショナーの動作は保証外となります。
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3. システム／整定値設定モード　（つづき）

マスク設定

1	 システム／整定値設定画面で
	 UP または DOWN を押して、「マスクセッテイ」を選ぶ

2	 ENTER を押す
マスク設定画面が表示されます。
●	

UP
または

DOWN
を押すと、マスク項目が切り替わります。

●	
CANCEL

を押すと、システム／整定値設定画面に戻ります。

3	 UP または DOWN を押してマスク項目を選び、

	 ENTER を押す
選んだマスク項目の変更画面が表示されます。

4	 UP または DOWN を押してマスク設定を変更し、

	 ENTER を押す
変更した内容が設定され、マスク設定画面に戻ります。
●	設定変更中に30分間操作がない場合は、自動的にシステム全体の発電状態画面に
戻ります。

●	
CANCEL

を押すと、システム／整定値設定画面に戻ります。

＜マスク項目＞
項目 表示 初期値

過電圧検出マスク OVRカンシマスク OFF
不足電圧検出マスク UVRカンシマスク OFF
過周波数検出マスク OFRカンシマスク OFF
不足周波数検出マスク UFRカンシマスク OFF
受動検出マスク ジュドウマスク OFF
能動検出マスク ノウドウマスク OFF
直流分検出マスク チョクリュウブンマスク OFF
電圧上昇抑制制御マスク デンアツヨクセイマスク OFF

［システム／セイテイチ］セッテイ
　マスクセッテイ　　　＜＜＜
　ヨクセイセッテイ
　ショキカ

［マスクセッテイ］
　ＯＶＲカンシマスク：　　ＯＦＦ　＜＜＜
　ＵＶＲカンシマスク：　　ＯＦＦ
　ＯＦＲカンシマスク：　　ＯＦＦ

［マスクセッテイ］
　ＯＶＲカンシマスクヘンコウ？
　　　　　　　　　　マスクＯＦＦ

システム／整定値設定画面

マスク設定画面

マスク変更画面
（例：過電圧検出マスク）
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出力制御設定

1	 システム／整定値設定画面で
	 UP または DOWN を押して、「ヨクセイセッテイ」
を選ぶ

2	 ENTER を押す
出力制御設定画面が表示されます。
●	

UP
または

DOWN
を押すと、出力制御項目が切り替わります。

●	
CANCEL

を押すと、システム／整定値設定画面に戻ります。

3	 UP または DOWN を押して出力制御項目を選び、

	 ENTER を押す
選んだ出力制御項目の変更画面が表示されます。

4	 変更したい数値（抑制比率、月日、時刻）に
	 カーソルを合わせ、 UP または DOWN を押して

	 出力制御設定を変更し、 ENTER を押す
変更した内容が設定され、出力制御設定画面に戻ります。
●	カーソルは数値の点滅表示で表します。
●	

ENTER
を押すと、変更した数値が設定され、カーソルが次の項目へ移動します。

●	変更する必要がない項目は、
ENTER

を押して、次の項目へカーソルを進めてください。
●	設定変更中に30分間操作がない場合は、自動的にシステム全体の発電状態画面に戻ります。
●	

CANCEL
を押すと、システム／整定値設定画面に戻ります。

＜出力制御項目＞
項目 表示 初期値

平日設定 ヘイジツセッテイ OFF
土曜設定 ドヨウセッテイ OFF
日曜設定 ニチヨウセッテイ OFF
優先設定1 ユウセンセッテイ１ OFF

… … …

優先設定10 ユウセンセッテイ１０ OFF
抑制スロープ ヨクセイスロープ 5min

［システム／セイテイチ］セッテイ
　マスクセッテイ
　ヨクセイセッテイ　　＜＜＜
　ショキカ

［ヨクセイセッテイ］
　ヘイシ゛ツセッテイ：　　ＯＦＦ　　＜＜
　ト゛ヨウセッテイ　：　　ＯＦＦ
　ニチヨウセッテイ：　　　ＯＦＦ

ユウセンセッテイ１：
　ヨクセイヒリツ：　　１００　％　　＜＜
　キカン：　　０１／０１→０１／０１
　シ゛コク：　１２：００→１２：００

［ヨクセイセッテイ］
ヨクセイスローフ゜ヘンコウ？
　　　　　　　　　０５ｍｉｎ

システム／整定値設定画面

出力制御設定画面

優先設定1設定画面

抑制スロープ設定画面
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＜周波数＞
項目
60Hz
50Hz

初期化

1	 システム／整定値設定画面で
	 UP または DOWN を押して、「ショキカ」を選ぶ

2	 ENTER を押す
整定値・マスク値リセット画面が表示されます。
●	30分間操作がない場合は、自動的にシステム全体の発電状態
画面に戻ります。

●	
CANCEL

を押すと、システム／整定値設定画面に戻ります。

3	 UP または DOWN を押して系統周波数を選ぶ
選んだ周波数の初期化画面が表示されます。
●	選んだ周波数が、初期周波数（  15 ページ  ）と異なる周波数の
場合、初期化した周波数に変更されます。

●	30分間操作がない場合は、自動的にシステム全体の発電状態画面
に戻ります。

●	
CANCEL

を押すと、システム／整定値設定画面に戻ります。

4	 ENTER を押す
整定値とマスク値が初期化され、システム／整定値設定画面に戻ります。

［ショキカ］
セイテイチ／マスクセッテイ　ショキカ？
　　　　　　５０Ｈｚチイキ

初期化画面
（例：50Hz）

［システム／セイテイチ］セッテイ
　マスクセッテイ
　ヨクセイセッテイ
　ショキカ　　　　　　＜＜＜

［ショキカ］
セイテイチ／マスクセッテイ　ショキカ？
　　　　　　６０Ｈｚチイキ

［ショキカ］
セイテイチ／マスクセッテイ　ショキカ？
　　　　　　６０Ｈｚチイキ

システム／整定値設定画面

整定値・マスク値リセット画面

整定値・マスク値リセット画面

3. システム／整定値設定モード　（つづき）
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＜初期値一覧＞
項目 初期値

システム設定
システム（PCS）台数 1台
並列Master Box数※1 1台
日時 1/1　12：00　2014
出荷検査モード OFF
OVGR接点論理 a
通信切断時のPCS動作 停止ナシ
TD温度／日射パターン設定 52

整定値設定
OVRレベル 232V
OVR監視時間 1.0sec
UVRレベル 160V
UVR監視時間 1.0sec
OFRレベル（60Hz）※2 61.2Hz
OFRレベル（50Hz）※2 51.0Hz
OFR監視時間 1.0sec
UFRレベル（60Hz）※2 58.5Hz
UFRレベル（50Hz）※2 48.5Hz
UFR監視時間 1.0sec
受動位相角 7deg
受動監視時間 170ms
能動位相角 5deg
能動監視時間 600ms
故障復帰方法 自動
自動復帰時間 300sec
出力抑制開始レベル（AC） 225V
起動電圧（PV） 150V
直流分監視Offset 0mA
力率設定 100％

マスク設定
OVR監視マスク OFF
UVR監視マスク OFF
OFR監視マスク OFF
UFR監視マスク OFF
受動監視マスク OFF
能動監視マスク OFF
直流分監視マスク OFF
出力抑制マスク OFF

※1：親局Boxのみ
※2：周波数範囲

60Hz地域：55.2 〜 65.0Hz
50Hz地域：46.2 〜 54.4Hz



仕様
項目 仕様
製品名 三相パワーコンディショナ用マスターボックス：EOU-A-MBX01-L
外形寸法 400（W）×300（H）×165（D）mm（ハンドル部を除く）
ケース材質 プラスチック（PC＋ABS）
質量 セット単体：4.0kg

表示部
LCD 20文字×4行、F-STN液晶、白黒、5×8dot/文字
LED 5つの状態（設定、運転、停止、エラー、通信）表示LEDを基板上に配置

操作部
表示操作スイッチ

7つの操作ボタンを配置
「運転／停止」：	全パワーコンディショナの一括起動・停止が可能

	（パワーコンディショナ単位での起動・停止も可能）
「手動復帰」 ：	異常停止時の一括復帰（異常解除）指示が可能
「モード設定」「UP」、「DOWN」、「CANCEL」、「ENTER」：

	 系統情報、積算情報、エラーログ情報確認が可能
	 整定値、システム設定の一括設定が可能

設置時モード設定
スイッチ

4つの動作設定用のディップスイッチを配置
（モード設定、アドレス設定、通信終端設定×2）

入出力

2つのRS-485通信部を配置
（パワーコンディショナ制御通信用※、ボックス間通信用）
外部トランスデューサユニット出力信号の受信端子2つを配置
（日射計信号と温度計計測信号用）

通信接続環境
パワーコンディショナ制御通信：最大32台
ボックス間通信：最大30台
※いずれも距離による制限あり

使用環境 屋内／屋外　※IP65
使用温度範囲 −20℃〜＋50℃
保存温度範囲 −20℃〜＋60℃
電源電圧 AC85V〜 AC265V（47〜 63Hz）
保存湿度 90％ RH以下（結露なきこと）
使用湿度 90％ RH以下（結露なきこと）
消費電力 3W 以下　※起動時瞬時 4W 以下

製造：田淵電機株式会社
〒532-0003　大阪市淀川区宮原 3 丁目 4 番 30 号
 ニッセイ新大阪ビル

DOC01-8201B


